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Ⅰ.東部まちづくり戦略会議の概要

2



▮東部まちづくり戦略会議とは・・・

【市政戦略本部】
・市政運営における主要課題の解決に
向け、方向性や方針について集中的な
議論を行う組織。

【東部まちづくり戦略会議】
・市政戦略本部において、専門的知識
などを有する者から、主要課題である
東部まちづくりについて、「まちの
将来像」及び「その実現のための取組」
を明確にする『東部振興構想』の策定
に必要な議論を行う組織。

Ⅰ.東部まちづくり戦略会議の概要
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▮東部まちづくり戦略会議 委員構成

山下 史守朗 市長（本部長）

増田 昇 大阪府立大学名誉教授

古池 嘉和 名古屋学院大学教授

大塚 俊幸 中部大学教授

和田 貴充 空き家活用株式会社 代表取締役CEO

坪井 和巳 小牧商工会議所 専務理事

尾関 雅俊 こまき新産業振興センター センター長

小柳 松夫 区長会 篠岡地区会長

Ⅰ.東部まちづくり戦略会議の概要
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Ⅱ.市の概要
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▮小牧市の位置・面積

名古屋市の北、約15kmに位置する人口約15万人都市。

面積は62.81㎢。

Ⅱ.市の概要
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▮小牧市の人口推計

Ⅱ.市の概要
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▮６地区比較【人口増減比率】

Ⅱ.市の概要

東部地域（篠岡地区）は人口減少が進行
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▮６地区比較【高齢化率】

Ⅱ.市の概要

市内他地区と比べ、高齢化の進展が急速
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Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の位置

Ⅲ.東部地域の概要

東部地域（篠岡地区）

東部地域（篠岡地区）

桃花台

人口：22,138人
（令和２年４月１日現在）

東部地域（篠岡地区）

人口：32,970人
（令和２年４月１日現在）
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小牧市

人口：152,842人
（令和２年４月１日現在）



▮東部地域の人口推移

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の世帯数の推移

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の転入・転出状況 【既存集落（桃花台以外）】

Ⅲ.東部地域の概要

男性
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▮東部地域の転入・転出状況 【既存集落（桃花台以外）】

Ⅲ.東部地域の概要

女性
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▮東部地域の転入・転出状況 【桃花台】

Ⅲ.東部地域の概要

男性

１０歳代後半から３０歳代前半の
転出超過が顕著
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▮東部地域の転入・転出状況 【桃花台】

Ⅲ.東部地域の概要

女性

２０歳代、３０歳代の転出超過が顕著
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▮東部地域の小学校児童数推移

Ⅲ.東部地域の概要
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桃花台の児童数の減少が顕著



Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の中学校生徒数推移

桃花台の生徒数の減少が顕著



▮東部地域の人口推計 【既存集落（桃花台以外）】

Ⅲ.東部地域の概要
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◆４，１８０人
の減少
（H27→R27）

◆高齢化率
１４．３ポイント
の上昇
（H27→R27）



▮東部地域の人口推計 【桃花台】

Ⅲ.東部地域の概要
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◆７，６７０人
の減少
（H27→R27）

◆高齢化率
３５．７ポイント
の上昇
（H27→R27）



▮東部地域の土地利用状況

Ⅲ.東部地域の概要

H30土地利用現況
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▮東部地域の農業の現況【分布図】

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の農業の現況【農家数】

Ⅲ.東部地域の概要

資料：農林業センサス2015
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（戸）

販売農家 自給的農家

市全域 1279 402 877 892

小牧地区 377 91 286 279

味岡地区 232 58 174 153

篠岡地区 413 176 237 253

北里地区 257 77 180 207

　　　総　　農　　家
土地持ち非農家

（戸）



▮東部地域の農業の現況【後継者】
Ⅲ.東部地域の概要

合計
後継者がいる

後継者がいない
同居後継
者がいる

他出農業後継
者がいる

市内全域 ４０２ １６０ ８４ １５８

小牧地区 ９１ ４３ １５ ３３

味岡地区 ５８ ２３ １７ １８

篠岡地区 １７６ ５７ ３７ ８２

北里地区 ７７ ３７ １５ ２５

（戸）

資料：農林業センサス2015
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▮東部地域の産業の現況【分布図】

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の産業の現況【事業所数】

Ⅲ.東部地域の概要

資料：経済センサス基礎調査
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▮東部地域の産業の現況【従業員数】

Ⅲ.東部地域の概要

資料：経済センサス基礎調査
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▮桃花台ニュータウンの都市インフラ
≪歩車道分離≫

Ⅲ.東部地域の概要

幹線道路は、すべて歩車道分離がされている
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▮桃花台ニュータウンの都市インフラ
≪緑道≫

Ⅲ.東部地域の概要

ニュータウン内に張り巡らされた緑道
一部の緑道は自転車道と歩道が分離されている。
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▮東部地域の都市インフラ【公園】
Ⅲ.東部地域の概要

池之内公園 桃花台西公園

桃花台第２公園 桃花台第３公園 桃花台第４公園

市内に公園は111ヶ所

１k㎡当たり約1.77ヶ所

東部地域に公園は32ヶ所
桃花台NTは30ヶ所

１k㎡当たり9.33ヶ所

（桃花台NT）
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▮東部地域の空き家等状況

小牧南地区：41戸、小牧地区：61戸、巾下地区：61戸

味岡地区：65戸、北里地区：57戸、篠岡地区：78戸

Ⅲ.東部地域の概要

東部地域（篠岡地区）に
多くの空き家が点在
している。

人口減少・
高齢化の進行により
今後も空き家の増加
が懸念される

平成28年9月調査時点
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▮東部地域の住民活動

❖桃花台まつり

▸場 所：桃花台中央公園

▸時 期：７月下旬から８月上旬の

土・日（２日間）

（昭和62年に第１回が行われ令和元年現在で第33回）

▸主 催：桃花台区長会

（桃花台まつり令和元年現在で第33回実行委員会）

▸代 表：小柳松夫実行委員長

▸後 援：篠岡地区区長会、中日新聞社

▸実 績：約４万人（２日間延べ人数）

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の住民活動

❖桃の花花火大会

▸内容 ・打上げ花火（約1,000発）、

・ステージイベント、屋台

▸時期 毎年４月下旬（平成24年度より実施）

▸場所 小牧市民球場・小牧市総合運動場

（陶グラウンド）

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の地域協議会の状況【陶小学校区】

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の地域協議会の状況【篠岡小学校区】
Ⅲ.東部地域の概要
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篠岡小学校区
地域協議会と
中学生が実践！！

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の地域協議会の状況【大城小学校区】

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の地域協議会の状況【光ケ丘小学校区】

Ⅲ.東部地域の概要
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▮東部地域の地域協議会の状況【桃ケ丘小学校区】

Ⅲ.東部地域の概要
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Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント
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▮東部まちづくり戦略会議の概要

◆これまで２回戦略会議を開催しました。

≪第１回東部まちづくり戦略会議≫
開催日時：令和元年１１月２８日（木）１４時から１６時

場 所：小牧市役所本庁舎６階６０１会議室

傍聴者数：１４名

議題：（１）会議の公開
（２）東部まちづくり戦略会議について
（３）東部地域の現況と課題について
（４）その他

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント
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▮東部まちづくり戦略会議の概要

◆これまで２回戦略会議を開催しました。

≪第２回東部まちづくり戦略会議≫
開催日時：令和２年２月１７日（月）１５時から１７時

場 所：小牧市役所本庁舎６階６０１会議室

傍聴者数：７名

議題：（１）第１回東部まちづくり戦略会議の
議論の確認について

（２）東部地域の現況と課題について
（３）その他

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント
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44

▮東部まちづくり戦略会議におけるこれまでの主な発言内容

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント
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◆増田委員（大学名誉教授 専門:都市計画学・NT再生）

●桃花台NTと既存集落と産業の３つのコミュニティの連携・融合

●地域貢献型の新しい居住者像が
地域コミュニティのサポートをすることが居住魅⼒につながる

●今ある⽣活課題を新しい居住魅⼒として
創出することで課題解決する視点

●住⺠の「ゲストからホスト」への意識の転換
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◆古池委員（大学教授 専門:文化経済学）

●既存集落にある貴重な「⼩牧の奥座敷」的な価値を
どうやって桃花台NTと連携・融合していくかがポイント

●３つのコミュニティ（桃花台NT、既存集落、産業）
の既存資源をシェアできる仕組みの構築
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◆大塚委員（大学教授 専門:都市地理学）

●産業振興は、「企業誘致」から「起業支援」に転換していく

●⻑期ビジョンと短期ビジョンの双⽅を⼀緒に考えること
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◆和田委員（民間企業代表 専門:空き家活用）

●起業や研究等にチャレンジできる仕組みの構築

●市内外にブランディングすること
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◆坪井委員（商工会議所 専門:地元商工業 ）

●住宅問題だけでなく、企業誘致など産業振興も必要

●ハイウェイオアシス、スマートICの建設に併せ、
篠岡地区の特産品等を売ることで活性化を図る
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◆尾関委員（こまき新産業振興センター 専門︓産業展開）

●街に若者を呼び戻し定着させるには、産業振興が不可⽋

●新しいコンセプト（⾃動運転システム、⾏政・医療サービス
のデジタル化等）の街づくりを目指し、スマートシティの
さまざまな実証実験への参加を検討。
それが新産業の起爆剤に

●高齢者対応に加え世代を超えた融和を促すため、日本版
CCRCの整備も検討
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◆⼩柳委員（地元住⺠代表）

●高齢化の進⾏が速く、
５年先のことを今、真剣に考える必要がある

●入居当時こどもだった人が大人となり、
転出すると帰ってくることが少ない
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◆山下本部長（市長）

●「戻ってきたいと思われるまち」と
「新たに来たいと思われるまち」の両面で考える必要がある

●新たに関係する人たちを
受け入れる文化的なコミュニティの育成



▮東部まちづくりの５つのポイント

●POINT１ ⼀体性（東部地域⼀体でのまちづくり）

●POINT２ ⾃⽴性（地域住⺠による⾃⽴したまちづくり）

●POINT３ 活用性（地域資源を活用したまちづくり）

●POINT４ 柔軟性・可変性（柔軟性・可変性を持ったまちづくり）

●POINT５ 将来性（チャレンジをサポートするまちづくり）

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント
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▮東部まちづくりのPOINT

≪POINT１≫

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント

既存集落 桃花台NT

産業(企業)

一体性 （東部地域一体でのまちづくり）
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▮東部まちづくりのPOINT

≪POINT２≫

取組をスタートアップしてから一定期間後は
行政支援から自立した地域住民による取組

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント

自立性 （地域住民による自立しまちづくり）

泉北ニュータウン魅力発信事業

『泉北をつむぐまちとわたしプロジェクト』

プロジェクトに参加する住民自らがまちの中で様々
なまちづくり活動を展開
活動については補助金なしで自主運営できる仕組み
を構築支援
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▮東部まちづくりのPOINT

≪POINT３≫

生活課題を克服することで
「新たなまちの魅力」に転換する意識を醸成する。

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント

活用性 （地域資源を活用したまちづくり）

（先進的住戸リノベーション推進モデル事業 大阪府堺市 泉北NT）『 ニコイチ 』

2戸(45㎡）を１戸（90㎡）に
改修し、若年夫婦や子育て層の
暮らしに適した住宅を供給。
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時代の流れやその時々の問題・課題に対応しつつ、長期的な将来
を見据えて、柔軟性や可変性を持って対応していくことが必要！！

▮東部まちづくりのPOINT

≪POINT４≫

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント

柔軟性・可変性 （柔軟性・可変性を持ったまちづくり）

高齢化へ対応

コミュニティの存続 など

人口減少の克服

まちの活性化 など

【長期的な主な課題】【短期的な主な課題】
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▮東部まちづくりのPOINT

≪POINT５≫

市民や関係する人たちが、それぞれの夢への挑戦を
応援する仕組みをはじめ、将来が魅力あるまちと
なるような仕組みを構築する。

Ⅳ.これまでの東部まちづくり戦略会議のポイント

将来性 （チャレンジをサポートするまちづくり）
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ご清聴ありがとうございました。


